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1．コシジロイソヒヨドリMonticola saxatilis（表1）
日本鳥類目録改訂第6版では，同定可能な写真
がない，自然分布とするには疑問があるという理
由で，検討中の種とされている．本委員会の調査
により，文献上3例の記録が確認されたが（表1），
うち2例は後述するように人為的ミスによるもので
あり，実際の記録は1例のみである．
記録1（川田1982a），記録2（静岡の鳥編集委
員会 1998）および記録3（五百沢他 2000）は，そ
れぞれ記録日が異なっているため別記録として掲
載したが，記録地名などの状況はほぼ一致してい
る．記録者本人による詳細な記述が掲載されてい
る川田 (1982a) によれば，記録1の個体が観察され
たのは1982年5月29日のみで，「観察できたのは1

日だけで翌日は見られなかった」と明記されてお
り，記録1の関連文献（川田1982b）にも「翌日，
もう一度同地を訪れましたが，残念ながら再び見
ることはできませんでした」と同様の内容が掲載
されている．これらのことから，静岡の鳥編集委
員会 (1998) と五百沢他 (2000) の記録日は誤植ま
たは誤記と推測され（特に静岡の鳥編集委員会
1998には，川田1982bを引用したことが明記され
ている），記録1–3は全て同一記録と考えられる．
写真については，川田 (1982b) にモノクロ写真 2

枚，五百沢他 (2000) にカラー写真1枚（いずれも
川田　隆氏撮影）が掲載されている．なお，川田
(1982a, b) は本種の和名として「コシジロイソヒ
ヨ」を使用している．
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2．ヒメイソヒヨMonticola guralis（表2）
日本鳥類目録改訂第6版には，記録として8例
が挙げられている．本委員会の調査により文献上
24例の記録が確認されたが（表2），うち2例は後
述するように，人為的ミスによるものであり，実
際の記録は22例である．
記録 1（内田 1972），記録 2 (Ogasawara 1969)，
は記録日が異なっているため別記録として掲載し
たが，記録日以外の状況はほぼ一致している．記
録の詳細が記述されている Ogasawara (1969) に
「発見されたのは1969年5月24日である」（原文英
語）と明記されていることから，内田 (1972) の記
録日は誤植または誤記によるものと推測され，記
録1と2は同一記録と考えられる．内田 (1972) の
誤った記録日は，そのまま清棲 (1978) にも掲載さ
れている．
記録2の裏付けとなる標本（本剥製標本）につ

いては，Ogasawara (1969) に著者（小笠原　 氏）
所蔵と記述されているが，その後，発見者Aoyagi

氏に返却され，現在の保管状況は不明であるとい
う（小笠原　 氏私信）．この個体の発見の経緯
については，内田 (1972) に「1969年5月22日，秋
田市内の高清水公園で，高校生が1羽の見なれぬ
小鳥を保護した．どうやら渡りの途中，コースを
はずれた長旅をして弱ったものと思われた．生き
えさを与えて手当をしたが，どうしても人になじ
まず，衰弱の末，5日めに死亡した．これが，日
本でのたった一度のヒメイソヒヨの記録である．」
との記述があることから，保護された個体が5日
後に死亡し，標本として保管されるに至ったこと
が類推される（ただし，記録日は前述のように誤
りと思われる）．
記録3（McWhirter 他 1996）の記録者については，

Yoshimiとのみ記述されているが，McWhirter他
(1996) の著者によれば吉見光治氏とのことである．
なお，記録3の個体の年齢について，McWhirter他
(1996) には記述がないが，同一記録が掲載されて
いる沖縄野鳥研究会 (2002) には「成鳥」と記述さ
れている．
記録 4（山田 1989）と記録 5（寺沢 1999）は，

記録日が一部異なっているため別記録として掲載
したが，撮影場所・撮影者・記録年月が一致して
いる．記録者本人によって記録の詳細が記述され
ている寺沢 (1999) に「観察されたのは1986年5月
26日，28日の2日間のみであった」と明記されて
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いることから，山田 (1989) の記録日のうち27日は
誤記または誤植によるものと推測され，記録4と5

は同一記録であると考えられる．山田 (1989) の
誤った記録日は，バーダー編集部 (1993) にも，そ
のまま掲載されている．なお，記録5については，
寺沢 (2000) にも同一個体のカラー写真2枚（寺沢
孝毅氏撮影）と観察された際の状況が掲載されて
いる．
記録 6は，Brazil (1991) に「H. Higuchi in litt.」

（手紙による私信）として掲載されているものだが，
記録年月日と記録場所のみの記述である．非直接
観察者（樋口広芳氏本人に確認済み）からの私信
によるものであり，他に同記録を裏付ける文献も
発見できなかった．本記録は，寺沢 (1999) に引用
されており，その他多くの文献（五百沢他 2000，
寺沢 2000，山田 1989，山階鳥類研究所標識調査
室 1994）にこの記述を基にしたと推測される三宅
島の記録が掲載されている．
記録 7�12, 15�24 はすべて舳倉島における記録
である．なお，記録 8 の記録地は輪島市となって
いるが，舳倉島での記録であることが判明してい
る（小山慎司氏私信）．同島では，文献上，記録
年月日の異なる16例が確認できた．1993年および
2001年の記録中には記録日が連続していることな
どから，同一個体の可能性が高い記録もあるが，
この点について言及している文献がないことから，
全て別記録として扱った．
記録7については，日本野鳥の会野鳥記録検討

会 (1993) に「写真有り」との記述があるが，掲載
はされていない．記録8は，叶内他 (1998) に掲載
されている成鳥雄とされる1個体のカラー写真1枚
（小山慎司氏撮影）の撮影日が，日本野鳥の会石
川支部 (2000) に小山慎司氏の私信として掲載され
たものである．記録9（バーダー編集部1993），10

（バーダー編集部 1994a），16（五百沢他 2000）は

いずれも写真が掲載されている．記録 11, 12, 15,

17 および 18 は全て橘 (1999) によるもので，記録
12の写真が掲載されている以外は，いずれも記録
地名・記録年月日・性別・個体数が掲載されてい
るのみである．なお，記録17については記録期間
中の1994年5月22日に舳倉島にて撮影されたとさ
れるオス1羽のカラー写真1枚（山形則男氏撮影）
が五百沢他 (2000) に掲載されている．記録19（日
本野鳥の会石川支部 1999）と 20（日本野鳥の会
石川支部2000）は，目視によって確認されたもの
である．なお，記録 19は，橘 (1999) にも同一日
の記録が掲載されている．記録 21, 22, 23, 24 は全
て日本野鳥の会石川支部 (2002) によるもので，こ
のうち記録21, 24は目視で確認されたものであり，
記録22，23は写真により確認されたことが明記さ
れているが，いずれも写真の掲載はされていない．
ただし，記録24については，同一日に撮影された
個体のカラー写真 1枚（黒田昌紀氏撮影）が，
バーダー編集部 (2002) に掲載されている．なお，
この写真の撮影地は，「石川県輪島市」とのみ掲
載されているが，撮影者黒田昌紀氏からの私信に
より舳倉島であることが判明したので，記録24と
同一記録として扱った．また，記録24の個体の年
齢について，日本野鳥の会石川支部 (2002) には記
述がないが，バーダー編集部 (2002) では「おそら
く成鳥」とされている．
記録 13と記録 14（いずれも山階鳥類研究所標
識調査室 1994）は，同一時期の相ノ島における標
識・観察記録である．記録13の観察個体数につい
ては，「前日には，同島で雄5羽，雌2羽が見られ
ている」（山階鳥類研究所標識調査室1994），「最
低でも雄4羽雌2羽はいたそうである」（岡部1994）
と文献により微妙に異なっている（ただし，これ
らの記述はいずれも伝聞によるもので，著者は直
接観察していない）．なお，岡部 (1994) には記録
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表1. コシジロイソヒヨドリMonticola saxatilis

No. 記録年月日 県 地名 年齢 性別 個体数 記録者 状況 写真の掲載 文献
関連
文献

1 1982.5.29 静岡県 周知郡春野 成鳥 オス 1 川田　隆 ｠ 観察， — 2 3
町杉川林道 撮影

2 1982.5.30# 静岡県 春野町 — — 1 川田　隆 観察 — 4
3 P 1982.5.31# 静岡県 春野町 第1回夏羽 オス 1 川田　隆 — ｠｠ カラー1， 1

川田　隆

—: 記述なし・掲載なし
#: 誤植または誤記・誤引用と思われる
P: 写真と最小限の記述（種名，記録地，年月日，場所，記録者など）のみ
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年の記述がないが，翌日に記録14の個体を標識し
たことが記述されていることから1993年と類推し，
記録13と同一記録として扱った．

記録 14の個体については，岡部 (1994) にも
捕獲者本人による状況の詳細な記述とモノクロ写
真6枚（撮影者名の記述なし）が掲載されている
（岡部 1994にはこの記録についても記録年の記述
がないが，標識個体のリングナンバーが一致して
いることから記録 14と同一記録として扱った）．
同一個体の写真は，バーダー編集部 (1994b) にも
カラー写真3枚（岡部海都氏撮影）が掲載されて
いる．個体の年齢については，山階鳥類研究所標
識調査室 (1994) で第1回夏羽としているが，バー
ダー編集部 (1994b)，岡部 (1994) では「第 1回夏
羽？」と疑問符付きである．なお，岡部 (1994) の
記述には，文脈から推測すると記録14と同日同所
において本種の雄2個体が観察されたとの内容が
含まれているが，種名の記述および記録年の記述
に欠けており，他に同一の記録の詳細を掲載した
文献も発見できなかったので，参考として挙げる
にとどめる．
以上のほか，表には挙げていないが，記録1に

先立ち，1926年11月25日に開かれた日本鳥学会
第27回例会で「下野日光産（?）」とされる籾山徳
太郎氏所蔵の本種標本雄1体が供覧されたという
記録があるが（日本鳥学会 1927），採集地が疑問
符付きであることに加え，採集年月日も記述され
ていない．その後出版された日本鳥類目録改訂版
（日本鳥学会 1932），同改訂第 3版（日本鳥学会

1942）も，籾山氏の協力を得たと明記しているに
も関わらず，この記録を掲載していない．しかし，
日本初記録の可能性が残されていることから，参
考として紹介しておく．なお，籾山氏の標本は，
現在その大半が山階鳥類研究所に所蔵されている
が，その中にこの記録に該当する標本は含まれて
おらず，この標本は現在行方不明である．
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